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2015年08月14日 日本の主要企業の決算見通し  
2015年08月13日 日銀政策と「消費者物価」（日本） 
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【日本の実質GDP成長率】

■内閣府は17日、4-6月期のGDP統計1次速報値を
発表しました。実質GDP成長率は、前期比年率
▲1.6％と3四半期ぶりにマイナス成長となりました。
個人消費や輸出が低迷したことなどが背景です。 

■需要項目別の寄与度を見ると、個人消費はマイナ
ス1.8％と、昨年の消費税増税の影響以来のマイ
ナスでした。賃金上昇が実感される前に食料品な
どの値上げが相次いだことで、消費マインドが盛り
上がらなかったほか、天候不順も影響しました。輸
出は中国向けなどを中心に前期比減少し、輸出か
ら輸入を差し引いた純輸出も1.1％のマイナス寄与
となりました。 

日本の4-6月期GDPはマイナス成長、年後半は回復へ 

■一方、公的需要や住宅投資はプラス寄与となりま
した。公的需要では、公共投資などの増加がプラ
スに寄与しました。住宅投資は、消費税増税前の
駆け込み需要の反動が一巡したことから、小幅な
がら2四半期連続でプラス寄与となりました。 

■設備投資は前期に大きく伸びた反動もあり、4-6月
期の寄与度はほぼゼロとなりました。企業収益の
拡大が続いていることから、7-9月期以降の回復
が期待されます。 

■懸念される中国の景気は、追加金融緩和などの
政策余地が大きく、過度の減速は回避されそう
です。日本の輸出は、欧米やアジア向けが底堅
く推移することで持ち直しが見込まれます。また、
企業収益の拡大が続いていることから、さらなる
賃上げの期待が高まり、個人消費の持ち直しも
期待されます。実質GDP成長率は、7-9月期以 

3四半期ぶりマイナス成長 
個人消費、輸出が不振 

公的需要や住宅投資はプラス 

設備投資は7-9月期以降の回復に期待 

GDPは7-9月期以降回復し、2015年度は実質1％程度の成長に 

   降緩やかに回復し、2015年度は1％程度の成長
が見込まれます。 

■中国株の下落などで日経平均株価は7月に一時
2万円を下回る場面もありましたが、今後は景気
の緩やかな回復に伴い、企業収益の拡大に沿っ
た展開になることが期待されます。 

（注）データは2013年4-6月期～2015年4-6月期。実質GDP成長率は前期 
       比年率、その他の項目は同寄与度。公的需要は、政府最終消費支出、 
       公的固定資本形成、公的在庫品増加の合計。 
（出所）内閣府のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1247820_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1247800_1982.html

